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ノート型パソコン無償貸出による高等学校における情報教育支援
事業内容説明資料

九州産業大学 情報科学部  
 稲永健太郎（事務担当者）

本支援事業は、九州産業大学（情報科学部）が主催するものであります。具体的には、大学所有のノート型パソコンを、1年間の期限を基本に福岡県内高等学校を対象に無償で貸し出し、高等学校のパソコン系部活動および科目「情報」の教材に活用していただくものであります。
この活動につきましては平成21年度に後援をいただき（21教高第36号-34、平成21年6月10日付）、平成21年度には福岡県内7校（県立校3校、私立4校）、15台（のべ台数）を貸し出すという実績を残しております。
この活動と並行して、これまで高校の先生方への情報教育についての教育方法の教授や題材の提供という形（高校教師を対象とした情報技術講習会）で、高等学校の情報教育をこれまで8年間支援しております。この支援事業については今後も継続していく予定です。
このような教育支援を実施している中で、日頃から交流のある高校の科目「情報」を担当されている先生方からは、高等学校での情報教育で使用する機材が不足しているという現状について話を伺っており、このたび高等学校での情報教育を「物的」な面での支援を実施するものであります。
今回のノート型パソコンの貸出に合わせて、特に高等学校におけるパソコン系部活動への情報科学部教員や情報科学部学生の派遣という「人的」な面の無償支援も進めていく予定であります。
その他の詳細につきましては、添付のパンフレット「ノートパソコン、使ってください。」をご参照ください。
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